
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

(2) 連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）１．当四半期における業績予想の修正有無：無 

２．平成22年８月３日をもって、普通株式10株を１株にする株式併合の効力が生じております。１株当たり当期純

利益の算定に当たっては、当該株式併合の影響を織り込んで算出しております。  
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  （百万円未満切捨て）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  578  104.1  △93  －  △105  －  3  －

22年３月期第１四半期  283  △76.6  △139  －  △133  －  △159  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  0  02  0  01

22年３月期第１四半期  △0  75  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  4,068  2,614  63.8  11  77

22年３月期  3,936  2,511  63.4  11  56

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 2,597百万円 22年３月期 2,493百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  －  －  －  －  －  －  －  －  －      

通期  15,750  449.9  1,310  136.7  1,300  124.2  1,300 1,191.1  45  19



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他」をご覧ください。） 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。  

  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。  

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記の業績予想には、本資料発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。した

がって実際の業績は、経済、株式市況、その他様々な事業環境の変動に関するリスクや不確定要因により、上記記載の

予想数値と異なる場合があります。また、当社グループが主に展開する投資事業は、その事業特性上、株式市場等の変

動による影響が大きく、投資回収の時期の予測が困難であるため、第２四半期連結累計期間の業績予想の開示は行って

おりません。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 220,824,287株 22年３月期 215,824,287株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 175,469株 22年３月期 173,823株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 218,149,147株 22年３月期１Ｑ 212,182,772株
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(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結会計期間における経営環境は、輸出の増加や政府の景気刺激策等により、企業収益は改善してい

るものの、雇用情勢は依然として厳しい状況にあります。また、欧州の財政不安に端を発する金融システムに対する

懸念が一気に高まり、為替が混乱するとともに国内株式市場も大幅に下落するなど、依然として厳しい状況で推移い

たしました。 

 このような環境の中、当社は、インベストメントバンキング事業において、中期経営計画に基づき成長支援を目的

に新興市場を中心とした中堅上場企業が実施するエクイティ・ファイナンスの引受けを行っております。当第２四半

期までは、新規投資案件の拡大に注力することとし、投資先の企業価値向上につながる成長支援を実施しております

が、当第１四半期における投資回収につきましては限定的なものに留まっております。今後も引き続き成長の見込め

る中堅上場企業に対し、実効性のあるファイナンスの提案を行い、企業の営業支援など成長戦略の後押しをしてまい

ります。 

 アドバイザリー事業につきましては、各クライアントに対し、事業戦略、資本政策等に関するコンサルテーション

及び事務支援等を行ってまいりました。また、リスクマネジメント事業につきましては、保険代理店業務の拡大を図

るとともに、クライアント企業のリスク全般に対する総合サービスに取り組んでまいりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高５億78百万円（前年同期比、104.1％増）、営業損

失93百万円（前年同期は営業損失１億39百万円）、経常損失１億５百万円（前年同期は経常損失１億33百万円）、四

半期純利益３百万円（前年同期は四半期純損失１億59百万円）となりました。  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前期末に比べ、１億32百万円増加し40億68百万円となり

ました。増加した主な要因は、１年内回収予定の長期貸付金の評価替えに伴い貸倒引当金を戻し入れたことによる

ものであります。負債は、前期末に比べ、29百万円増加し14億53百万円となりました。純資産は、前期末に比べ、

１億２百万円増加し26億14百万円となりました。増加した主な要因は、新株予約権の行使による新株の発行に伴う

資本金及び資本準備金の増加によるものであります。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前期末に比べ、０百万円減少し８億39百万円となりまし

た。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、54百万円のキャッシュ・アウトフローとなりました。その主な要因

は、営業損失が93百万円となるなど、営業活動による収入が販管費の支出を補うことができなかったためであり

ます。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、12百万円のキャッシュ・アウトフローとなりました。その要因は、貸

付けによる支出30百万円が貸付金の回収による収入17百万円を上回ったためであります。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動によるキャッシュ・フローは、74百万円のキャッシュ・インフローとなりました。その主な要因は、

新株予約権の行使による株式の発行による収入であります。 

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

通期連結業績予想につきましては、平成22年５月７日に発表いたしましたものから変更はございません。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

棚卸資産の評価方法   

 当第１四半期連結会計期間における棚卸高の算出に関しては、前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎と

して合理的な方法により算定しております。 

② 特有の会計処理 

 該当事項はありません。  

  

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、営業損失及び経常損失はそれぞれ156千円増加し、税金等調整前四半期純利益は5,483千円減少してお

ります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は8,928千円であり、固定負債のその他に含め

ております。   

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 854,486 855,349

受取手形及び売掛金 179,310 143,997

営業投資有価証券 1,765,652 1,787,203

商品及び製品 177,861 188,862

1年内処分予定の不動産 313,545 313,545

その他 166,438 35,487

貸倒引当金 △4,733 △4,980

流動資産合計 3,452,562 3,319,466

固定資産   

有形固定資産 72,620 71,803

無形固定資産   

のれん 3,496 4,222

その他 4,945 5,228

無形固定資産合計 8,441 9,450

投資その他の資産   

投資有価証券 463,305 463,393

長期貸付金 － 114,600

その他 94,327 93,850

貸倒引当金 △34,964 △150,161

投資その他の資産合計 522,667 521,682

固定資産合計 603,730 602,937

繰延資産 11,977 13,864

資産合計 4,068,270 3,936,267

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 33,110 31,151

短期借入金 318,500 321,500

1年内返済予定の長期借入金 7,104 27,104

1年内償還予定の新株予約権付社債 880,000 －

引当金 255 1,960

その他 113,339 65,630

流動負債合計 1,352,308 447,346

固定負債   

新株予約権付社債 － 880,000

長期借入金 22,528 24,304

退職給付引当金 57,837 62,165

引当金 7,756 7,756

その他 13,397 3,209

固定負債合計 101,519 977,435

負債合計 1,453,828 1,424,781
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,127,137 3,077,000

資本剰余金 1,626,251 1,576,162

利益剰余金 △2,091,526 △2,095,470

自己株式 △9,456 △9,466

株主資本合計 2,652,406 2,548,224

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △54,846 △54,496

評価・換算差額等合計 △54,846 △54,496

新株予約権 5,215 5,490

少数株主持分 11,666 12,267

純資産合計 2,614,441 2,511,485

負債純資産合計 4,068,270 3,936,267
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(2) 四半期連結損益計算書 
(第１四半期連結累計期間) 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 283,285 578,101

売上原価 140,231 435,211

売上総利益 143,053 142,889

販売費及び一般管理費 282,209 236,727

営業損失（△） △139,155 △93,838

営業外収益   

受取利息 4,447 1,929

受取配当金 5,846 －

その他 545 248

営業外収益合計 10,839 2,178

営業外費用   

支払利息 3,977 2,616

為替差損 624 9,047

社債発行費等償却 － 2,351

その他 160 298

営業外費用合計 4,762 14,313

経常損失（△） △133,078 △105,974

特別利益   

貸倒引当金戻入額 6,294 115,444

特別利益合計 6,294 115,444

特別損失   

固定資産除却損 10,019 －

営業投資有価証券評価損 17,221 －

本社統合費用 7,989 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,326

その他 3,761 －

特別損失合計 38,991 5,326

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△165,775 4,143

法人税、住民税及び事業税 516 598

法人税等調整額 △2,932 200

法人税等合計 △2,416 799

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,343

少数株主損失（△） △3,654 △600

四半期純利益又は四半期純損失（△） △159,705 3,944
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△165,775 4,143

減価償却費 4,124 3,047

のれん償却額 821 726

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,680 △115,444

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,755 △1,705

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24,739 △4,328

受取利息及び受取配当金 △10,293 △1,929

支払利息 3,977 2,616

有形固定資産除却損 10,019 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 5,326

売上債権の増減額（△は増加） 21,368 △35,235

たな卸資産の増減額（△は増加） 36,674 11,001

仕入債務の増減額（△は減少） 3,500 1,615

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 57,141 21,289

未収消費税等の増減額（△は増加） 3,177 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,509 △4,741

その他の資産の増減額（△は増加） 2,423 △1,926

その他の負債の増減額（△は減少） 7,088 59,878

その他 △2,348 11,464

小計 △51,258 △44,200

利息及び配当金の受取額 6,327 838

利息の支払額 △4,025 △2,653

法人税等の支払額 △2,838 △8,245

営業活動によるキャッシュ・フロー △51,795 △54,260

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △2,332 －

貸付けによる支出 － △30,000

貸付金の回収による収入 4,900 17,800

差入保証金の差入による支出 △3,006 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △439 △12,200

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △46,665 △3,000

長期借入金の返済による支出 △20,000 △21,776

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 99,468

自己株式の取得による支出 △101 △70

自己株式の売却による収入 78 32

少数株主からの払込みによる収入 2,100 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △64,588 74,654

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,629 △9,058

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △115,192 △863

現金及び現金同等物の期首残高 295,417 840,349

現金及び現金同等物の四半期末残高 180,224 839,486
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

（注）１．事業区分の方法 

当社及び連結子会社の事業内容に基づく区分によっております。 

２．各区分の主な事業内容 

インベストメントバンキング事業…プライベート・エクイティ投資、上場株式投資、プレＩＰＯ投資 

産業資材事業…………………………特殊フィルム・照明機材等の販売 

アドバイザリー事業…………………Ｍ＆Ａアドバイザリー、財務アドバイザリー、事業コンサルティング 

その他の事業…………………………ブランド事業、リスクマネジメント事業他 

３．事業区分の方法の変更 

 従来、「その他の事業」に含めて表示していた「アドバイザリー事業」につきまして、全セグメントの売上高

に占める同事業の売上高の割合が10％を超えたため、当第１四半期連結累計期間より、「その他の事業」から分

離し、独立したセグメントとして表示することといたしました。 

 この結果、従来の方法と比較して当第１四半期連結累計期間の売上高は、「アドバイザリー事業」が47,799千

円増加し、「その他の事業」が同額減少しております。また、営業損益は、「アドバイザリー事業」が21,379千

円増加し、「その他の事業」が同額減少しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年６月30日） 

  
インベストメント 
バンキング事業 

（千円） 

産業資材事業
（千円） 

アドバイザリー
事業 

（千円） 

その他の事業
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

Ⅰ．売上高             

(1）外部顧客に対する 

売上高 
 40,914  169,543  47,799  25,027  －  283,285

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  40,914  169,543  47,799  25,027  －  283,285

Ⅱ．営業損益  △126,749  △22,602  16,716  △6,833  312  △139,155
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〔セグメント情報〕  

① 報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、「インベストメントバンキング事業」を中心として、主に会社別に事業を区分し、事業活動を

展開しております。 

したがって、当社グループは、会社を基礎としてサービス別に事業を区分しセグメントを構成しており、「イン

ベストメントバンキング事業」（当社）、「産業資材事業」（日本コーバン㈱）及び「アドバイザリー事業」（当

社）の３つを報告セグメントとしております。 

なお、各事業内容は以下のとおりであります。 

インベストメントバンキング事業……プライベート・エクイティ投資、上場株式投資、プレＩＰＯ投資 

産業資材事業……………………………特殊フィルム・照明機材等の販売 

アドバイザリー事業……………………Ｍ＆Ａアドバイザリー、財務アドバイザリー、事業コンサルティング 

  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リスクマネジメント事業等を含ん

でおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。 

  

（追加情報）  

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。  

  

該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書 
計上額 

（注）３ 

インベストメ

ントバンキン

グ事業 
産業資材事業 

アドバイザリ

ー事業 
計

売上高                 

外部顧客への売上高  344,634  162,545  41,799  548,979  29,121  578,101  －  578,101

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  117  －  117  －  117  △117  －

計  344,634  162,663  41,799  549,097  29,121  578,218  △117  578,101

セグメント利益又は 

損失（△） 
 △116,341  2,713  22,638  △90,989  △3,159  △94,149  310  △93,838

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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